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グローバルイシューを多様な人々と協働して解決する力を養うための実

践型教育プログラム

国際人間科学部の必須科目（卒業には、GSP科目の単位取得が必須）

• 国内外でのフィールド学修(*)に参加する
• グローバルイシューについて実体験を通して学ぶ
• 現場で得た知識や技術を卒業研究やキャリア形成へつなげる

(*)フィールド学修
講義の受講で得た知識や技術を、実際の現場（フィールド）で学ぶこと。
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GSP科目の特長
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1. 自ら学びの場を選択する
学生自身が学びの場を選択します。

学生の興味関心、身につけたい専門性

2. 自ら課題を設定する
学生が見つけた課題の問題点

その課題や問題点にそったフィールド

3. 自らの能力を伸ばす
問題解決に必要な知識や技術

関係する他者との協働、彼らを率いるリーダーシップ

GSP科目で求められること
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GSP科目の流れ
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オリジナルプログラムが可能にする課題発見力・専門知識の向上 → 

海外実施
GSコース

国内実施
GSコース

【海外フィールド学修】
交換留学、海外スタディツアー
海外語学研修、サマースクール

【国内フィールド学修】
地域の人々との実践活動
海外とのオンライン共同学修

学
生
個
々
の
関
心
や
専
門
性
に
合
わ
せ
た

コ
ー
ス
選
択

代表的事例の現状と解決策
を専門的見地から学修

アクティブ・ラーニングを通じて
具体的な事例を学修

自らが取り組むテーマに関する
具体的な課題を設定

ゼミ科目

事
後
学
修

学修体験の
共有・比較

グローバルな課題
に対する自己の
実践の位置づけ

自身の卒業研究
テーマをGSP経験
からグローバルな
視点で考察する

オリエンテーション

「グローバルイシュー概論」

「グローバルイシュー演習」

ＧＳＰ準備学修

事
前
学
修グ

ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｇ
Ｓ
Ｐ
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GSP科目の履修
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科目名 単位数 年次
必
修 グローバルイシュー概論 1 1年次

（第1クォーター）

グローバルイシュー演習 1 1年次
（第2クォーター）

選
択
必
修

海外実施GSコース 2 1年次以降（*）

国内実施GSコース 2 1年次以降（*）

いずれの科目も、学生による履修登録は不要です。
（*）個別プログラムにより参加（履修）可能年次が異なります。

募集要項（GEMs（神戸大学グローバル教育管理システム））で確認してください。
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GSPの学修体験の共有・比較

学科 科 目 名 単位数 開講時期

グローバル文化学科 グローバル文化特別演習Ⅰ 2 3年次後期

発達コミュニティ学科
発達コミュニティー演習１ 2 3年次後期

発達コミュニティー演習２ 2 4年次前期

環境共生学科

環境基礎科学演習２ 2 3年次後期

環境形成科学演習２A 2 3年次後期

環境形成科学演習２B 2 3年次後期

環境形成科学演習２C 2 3年次後期

子ども教育学科 子ども教育学演習２ 2 3年次後期
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GSP科目の成績
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「グローバルイシュー概論」

「グローバルイシュー演習」

履修した学期（1Q・2Q）の成績発表で確認すること。

「海外実施GSコース」

「国内実施GSコース」

原則、個別プログラム実施学期の翌学期以降に、成績発
表で確認すること。
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GSP科目の流れ
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「海外実施GSコース」の種類

交換留学

海外スタディツアー

海外語学研修、サマースクール
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 個別プログラムへの参加費用や必要となる保険加入等は、自己
負担となります。

 海外研修に係る学生の経済的な負担を軽減するため、神戸大学
の助成制度や日本学生支援機構（JASSO）の支援制度を活用す
ることができます（現地での活動期間に加えて、成績評価や家
計基準等の要件があります。選考が実施されます。）。

 協定校やGSコースのプログラムは年度により変わります。現在
あるプログラムが今後も継続して実施されるとは限りません。
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「海外実施GSコース」（交換留学）
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交換留学では、神戸大学に学費を納めることで、協定校の学
費・入学金が免除されます。

 1年間、もしくは半年間の交換留学と、「海外実施GSコー
ス」とを同時に、留学先で受講します。

交換留学先の協定校で修得した単位を神戸大学の単位として
算入することができます。

協定校での授業受講に加えて、「海外実施GSコース」の学修
を実施します。

留学を計画的に行えば、4年間での卒業が可能です（ただし、
教員免許取得と交換留学との両立については、事前の入念な
計画が必要です）。
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「国内実施GSコース」の種類

国内フィールド学修

オンラインプログラム
全面オンラインのプログラムと、オンラインとオフライ
ン併用のプログラムがあります。

個別プログラムへの参加費用や必要となる保険加入等は、自
己負担となります。

GSコースのプログラムは年度により変わります。現在あるプ
ログラムが今後も継続して実施されるとは限りません。
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GSP科目にかかる費用

「海外実施GSコース」
• 交換留学（半年〜1年）

70万円〜290万円程度
• 海外スタディツアー、海外語学研修、サマースクール
25万円（アジア）〜60万円程度（欧州数カ国）
70万円程度～（1か月程度）

渡航費＋滞在費（宿泊、食費、授業料、海外旅行保険料等）
円安や地政学的問題（戦争等）で変動（上昇）することがありま
す。

「国内実施GSコース」
・数千円～数万円程度
奄美群島や北海道で実施するプログラムは10万円程度
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GSP科目の準備

• 国内と海外の別、また期間の長短にかかわらず、期待している成
果を得られるかどうかは、どれくらいの準備をするかにかかって
います。

• 交換留学（半年～1年）に限らず、「海外実施GSコース」には、
金銭にかかわる準備も必要です。

• プログラムの説明会（GSPニュース、学部ウェブサイト）への参
加（時間の許す限り、関心のある/なしにとらわれずに参加して
みましょう！）、募集要項（GEMs）の熟読、体験談（GEMs）の参
照など、情報収集の方法はいくつもあります。

• 「GSPニュース」には、大変重要なお知らせも載ります。学籍番
号メールの確認を怠らないようにしましょう。必要に応じて転送
設定を行うこと。
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2026年度前期募集GSPプログラム
全体説明会

2026年4月13日（月）12:20～13:10
オンライン（Teams）で開催 
※接続URLはGSPニュースで配信

事前予約
不要

14

GSPニュースは
学籍番号メールアドレス宛の配信に加えて、
GEMsホームページの「お知らせ」に掲載
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海外渡航学生の危機管理（1）

海外危険情報対応基準

外務省海外安全ホームページの「海外危険情報」に基づき、
「神戸大学国際交流危機管理マニュアル」で学生の海外派遣
の判断基準を定めています。

危機管理オリエンテーション

安全対策の一環として危機管理オリエンテーションを開催し
ており、神戸大学の危機管理サービスの概要や、海外渡航の
際の注意点等を説明します。

大学プログラム（本学が企画・実施する海外派遣プログラ
ム）で海外渡航する学生は全員受講必須です。
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海外渡航学生の危機管理（2）

危機管理サービス

• 海外医療アシスタンスや安否確認、医療従事者による健康・メンタルケ
ア等を行う専門機関と契約し、海外渡航中の危機管理対策、有事の際
の安全確保を行っています。

海外旅行保険

• ケガや病気への備え（治療費用、救援者費用等）に加えて、日常トラブ
ルによる出費についての補償（個人賠償責任、携行品損害、航空機遅
延等）への加入を必須としています。

• 「海外実施ＧＳコース」に参加する学生は，安全管理のために、OSSMA 
Plus（留学生危機管理サービス）及びOSSMA Plus会員専用上乗せ海
外旅行保険（Cプラン）への加入が必須です。

16
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海外渡航に関する手続き

• GEMs（神戸大学グローバル教育管理システム）の手続き
• 海外渡航届の提出
• OSSMA Plus（留学生危機管理サービス）への加入
• 海外旅行保険への加入
• その他、渡航先や個別プログラムにより必要な手続き

手続きが全て完了しないと、
GSPプログラムとして渡航できません！
（特に、OSSMA Plusの2回目の支払い（OSSMA Plus会員専
用上乗せ海外旅行保険）に注意！）
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OSSMA Plus（留学生危機管理サービス）
（「海外実施GSコース」（交換留学含む）履修者）
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• 誓約書の提出（自署を忘れずに）
• OSSMA Plus/会員専用上乗せ海外旅行保険 加入 

OSSMA Plus
（留学生危機管理

サービス）

申込 大学（GSPオフィス）から指示
があり次第、
学生自身で申込み

支払
１回目

学生自身で会費支払い

OSSMA Plus
会員専用上乗せ
海外旅行保険

申込 学生自身で申込み

支払
２回目

学生自身で保険料支払い

必須
必須
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GSP科目の準備

• GSPのウェブサイト

募集に関する情報

先輩の体験談

GSP関連のイベント案内

チューターに関する情報 etc

19
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入学年度による違い
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2025年度以降入学の学生と、2024年度以前入学の学生と

で、GSP科目のカリキュラムが異なります。

2024年度以前入学の先輩からGSP科目について教えても

らうことは、みなさんがGSPの履修を進めるうえで大変

有効ですが、入学年度によりカリキュラムが異なること

に注意してください。
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